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実験動物を用いた栄養の研究においては､同一の飼料を飼否期間中をとおし

て与えるのが最も一般的は方法である｡しかし､栄養素親戚の異なる飼料を頻

繁に変えることが動物の代講=こ与える影響については､食餌中タンパク質の質

または量を変動させた場合について少数の報告があるにすぎない｡

一方､炭水化物と脂肪は､エネルギー源として同様に動物に利用されるが､

動物の代謝については多くの異なる作用を持つことが知られている｡とりわけ､

炭水化物と脂肪は､動物体内における糖質および脂質代謝に対して括抗的な作

用を持っている｡しかも､炭水化物と脂肪の摂取を頻繁に交替させた時の影響

については､研究がなされていない｡本研究は､炭水化物と脂肪の交互投与が

動物の代謝に与える影響を明らかにすることを目的として行なったo

通常､食物の栄養価は体重増加あるいはN出納などに対する効率として表わ

される｡このことは､体重増加が良いことまたはN出納が維持されることが身

体の状繋が良いことと一致することを前提としている｡これに対し現代社会で

は､肥満など体重の大きいことが必ずしも身体にとって良好な状悪と一致しな

いことも知られている｡本研究では､身体にとって良好な状態を､環境の｢変

化に対する即応性｣と設定した｡その上で､摂取栄養素の変化を環境変化の具

体的状況として取り上げ､炭水化物と月旨肪の交互投与がラットに与える影響を

摂取栄養素の変化に対する即応性という視点から検討したo

本研究で用いた主な実験系は､タンパク質としてカゼインを15%または25%

含む高炭水化物食と高脂肪食を2日毎交互にラットに与える飼育方法で､各々

の飼料を続けて与えた場合を対照としたQ結果の要約は､以下のとおりであるc



桶 助 用 紙

1 高炭水化物食と高脂肪食を交互に与えても､各々の飼料を続けて与えた

ときとくらべて､ 20-22日間の体重増加量と飼料摂取量は変らなかったo

すなわち､炭水化物と佑月方の交互投与は､飼育期間をとおした体重増加に

影響しないことを示した｡

しかし1日毎の体重変化をみると､高張肪畠を与えた直後の1日で体重

は変らないか減少し､高炭水化物食を与えた直後の1日では著しい体重増

加を示したo この体重増加量の変動は､おもに体水分の変化によるもので

あって､体脂肪･体タンパク質量の変化とは必ずしも相関しなかったG

2 高炭水化物畠と轟脂肋食を交互に与えておくと､脂肪摂取による繭鞄綻

の悪化が起らなかったo すなわち､炭水化物と脂肪の交互投与によって､

脂肪摂取綾も籍(炭水化物)をよく利用できることを示しているo

また､高炭水化物食と高脂肪畠を交互に与えておくと､各々の飼料を続

けて与えたときとくらべて､高タンパク質食を与えたときの飼料摂取量の

低下が少なかった｡すなわち､炭水化物と脂肪の交互投与は､摂取タンパ

ク質が急激に増加したときでもタンパク質をエネルギー源として直ちによ

く利用できることを示している｡

これらの現象は､炭水化物と巌肪を交互に与えておくことによって､食

餌栄養素の変化に対する即応性が高まることを示すものである｡

3 糖代謝系およびインシュリンの機能に対する炭水化物と脂肪の交互投与

の影響は以下のとおりである｡すなわち､高炭水化物食と高脂肪食を交互

に与えておくと､脂肪投与後もインシュリン感受性と血糖に応答したイン
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シュリン分泌が保たれていたo同時に､肝塙と脂肪祖識の禎代謝能も高く､

糖負荷時において肝グリコーゲンの蓄砥が多かったo

肝アミノ酸分解帯素活性およびグルココルチコイドに対する炭水化物と

垢肪の交互投与の影響は以下のとおりである｡すなわち､高炭水化物食と

高脂肪食を交互に与えておくと､高タンパク質畠摂取によって血清co｢[ト

ーCOSte｢One濃度が増加し､アミノ蔽分解酵素活性の増加も著しかった｡と

くに･､高タンパク質食投与直前の飼料が高炭水化物食のときには､タンパ

ク質摂取量当りの辞素活性が高かった｡したがって,炭水化物と脂肪の交

互投与によって､タンパク買摂取に対するタンパク質異化系(ホルモン､

酵素系)の/[LLh答が克進していることが示唆されたQ

以上のことから､炭水化物と脂肪の交互投与が食餌栄養素の変化に対す

る即応性を高めるのは､ホルモン系および租識の代謝系の両者の関与によ

ることが示された｡

4 高炭水化物食と高脂肪食を交互に与えておくと､体重増力日量およびエネ

ルギー･タンパク買手買取量が同じにもかかわらず､体脂肪含量が減少した｡

このように体脂肪を減少させる飼料投与方法の変更があることは､本研究

が初めて示したものである｡

5 高炭水化物食と高脂肪食の交互に与えておくと､絶食時の生存日数が短

くなった｡すなわち､炭水化物と脂肪の交互投与は､ ｢持久性｣を低下さ

せる投与方法であったo

6 高儀水化物食と高脂肪食を交互に与えておくと､体脂肪含量が減少させ､
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高炭水化物食と高脂肪真の交互投与は､絶食中の尿中N化合物の排推量を

増加させた｡したがって､炭水化物と潜航の交互投与によって絶食時の生

存日数を短縮されたのは,以下の理由によることが示されたo すなわち.､

高炭水化物食と高脂肪食の交互投与が体エネルギー(窟肪)の蓄扇が減少

させた結果､絶金時に体タンパク質の分解が促進されたことによると思わ

れる(】

/ 炭水1L物と脂肪の交互投与は､食餌栄養素の｢変化に対する即応性｣を

高めたが､絶食時の生存日数のような｢持久性｣を低下させたc したがっ

て､ ｢変化に対する即応性_｣は､ ｢持久性｣と対立する栄養指標であると

思われる｡
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